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• a  ：本⼈の⾃⼰決定能⼒
• ｒ ：関係の質
• ｔ ：PSWとクライエントの間でかかわりにかけた時間
（柏⽊昭「障害者の⼈権と⾃⼰決定」1992年）
17
「時熟」（ハイデッガー）の視点
• ユーザーへのかかわりの視点として「時熟」の重要性（柏⽊
昭2002）
• 今、SWｒは⼗分に対象者の「時熟」を待てているか？
• 診療報酬・障害報酬で、ユーザーのタイムリミットが設定
• 個別性によらない制度の時間設定の枠内で業務は組み⽴て
• 時間は⽬標設定の⼤切な要素＝本来は他者が定めるものか？
• 時間をかけてかかわり合うことが困難に⇒PSWは時間に追わ
れ専⾨職としての価値と業務のはざまでジレンマを抱え疲弊
• カネがPSWのかかわりを放逐し、病院・地域を問わずシステ
ムを稼働させる調整機能が主たる業務に
• 新⾃由主義的メンタルヘルスシステムの調整装置としてのポ
ジション
18
－ 54 －
PSWとしての視座
•経営的視点ではなく
•治療的視点でもなく
•ソーシャルワークの視点から
•「⼈と環境が相互に作⽤しあう接点」への介⼊
•「接点に介⼊」し続けている限り「環境」は不問に
•ミクロな⽀援の在り⽅も「危機的」
•＋メゾ（機関・地域）レベルの改⾰を
•＋マクロ（政治レベル）の社会変⾰への発信を
•ソーシャルアクションの⼿法は？
19
